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操作と数学的な考え方の一体化を図る算数授業
一第2学年 ｢7×4の計算の仕方｣の実践を通して-
鈴 木 隆 幸*
研 究 の 要 約
平成 19年から継続して行われてきた全国学力学習状況調査の算数科の結果を
見ると,基礎的 ･基本的な知織 ･技能の習得については一定の成果が認められる
ものの,依然として思考力 ･判断力 ･蛍現力については課題があり,学校現場の
努力にもかかわらず.授業改善の取組がなかなか成果として現れていない状況が
続いているD
この課題に応えるために,多くの算数科の授業では,操作を核にした算数的活
軸を取り込んで数学的な考え方を伸ばす授業が展朋されている｡しかし,子ども
に襖作はさせるのだけれど,操作とねらいとする数学的な考え方が一体化して卵
解が深まり,子どもが充実感を味わう~授業が少ないように思われる｡子ども
際に具体物を動かす操作をさせたからといって,抽象的な数学的な概念や原理を
理解させ,数学的な考え方を伸ばすことは容易なことではない｡
そこで,操作を核にした界数的活動と数学的な考え方の一体化を図るためには,
教師がどのような工夫をすればよいのかを第2学年 ｢7×4の計欝の仕方｣の実
践を通して考えてみたい｡
key-words:学力向上 授英改嵐
1 研究のねらい
学校現場の努力にもかかわらず,｢思考
力 ･判断力 ･表現力に課題がある｣｢奔放
科への学習意欲が低い｣といわれ.理数科
ばなれが報じられる昨今,この現状を好転
させるために,算数科学習指導をさらに前
進させ,学力向上を図ることが求められて
いる｡
この課題に応えるために,界教科の授業
では,子どもの主体的な操作を取り込んで
数学的な考え方を伸ばす授業が展開され,
私も授業参観の機会を得ることがあるOと
ころが,｢よくわかった,できた｣｢大切
な考えはこれだ｣といった操作とねらいと
する数学的な考え方が一体化して理解が深
まり.子どもが充実感を味わう授業が少な
いように思われる｡子どもに美際に具体物
を動かす操作をさせたからといって,抽象
的な数学的な概念や原坤を理解させ数学的
な考え方を伸ばせるとはいえないのであ
る｡
そこで,操作と数学的な考え方の一体化
を図るためには,どのような工夫をすれば
*岡ILl大学教育学部附属小学校
操作,欝数的精勤,数学的な考え方
よいのかを第2学年｢7×4の計算の仕方｣
の実践を通して考えてみたい｡
2 研究の内容
(1)欝教授集における ｢操作｣のとらえ方
①マニュピュレーションとしての｢操作｣
オペレーションとしての ｢操作｣ではな
く,実際に具体物を手で動かしたり,図に
かいたりする具体的な取り扱いのこと,す
な わ ち マ ニ ュ ピ ュ レ ー シ ョ ン
(manipulation)という言集にあたるものを
｢操作｣と考えることにする｡
②算数的情動と ｢操作｣
学習指導要領解説 ｢算数編｣に見られる
算数的活動と ｢操作｣には違いがある｡知
軌や技能を活用する活動や説明活動などを
含む第数的活動はより広い活動であり,そ
の中でも操作は節数的活動の中核となる｡
(2)節数授業に ｢操作｣と取り込む意義
Q数学的な概念形成のため
数や計井の意味は抽象的な概念であり,
このままの形で数字や数式だけで子どもに
示してら理解されない｡まず,子どもは実
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際に手で物を動かしたり,図にかいたり操
作をし.その活動を通して徐々に抽象的/Lh
概念をつくっていけるものと考える｡
曾数学的な原P f;･法則の郎解のため
A.(-どもが新しい数LLf･的な原理･法則を理
解する場合,実際に具体的なものを動かす
操作を通して-･般化を図ることが大切であ
る｡ことげや記号にだけにかた上った一一方
的な説明よりも具体的なものを取り扱い,
子どものイメージを由めながら一般化を囲
Jlていく.
(3)｢操作｣と歌学的な考え力が-･体化さ
れていない授業
算数授業に ｢操作｣は取り入れてはいる
が.ねらいとする数学的な考え方と遊離し
ており,r操作Jとつながっていない場合
が多いように思われる｡
｢操作｣と数学な考え方が一体化されて
いない原因は次の点があげられる｡
① 実際に具体的なものを動かす操作
と数学的な考え方を糊極的につなぐ
話し合いをしていないo
② 実際に具体的なものを動かす操作
が,どんなステップで数学的な考え
万に-体化されるのかその筋道があ
(4)｢操作｣と教学的な考え方の一体化を
図るための授業づくり
①操作を数学的な考え方につなぐための
話し合い活動
十どもの手による操作が終 rLたからと
いって直ちにねらいとする数学的な考え^
に移行しようと思っても撫理があるU操作
と数学的な考え力の棚渡しをするためにた
くさんある考えを一度に全部取り上げて話
し合わせるのではなく,1つ 1つ取り上げ
てどのように操作したかを学級全体で共有
することができるよう話し合いにする｡
(参操作イメージをことばに表す工夫
操作を数学的な考え方に高めるために
は,数学的な概念や原W.･法則のもとにな
るイメージをことばですどもに頚得できる
ようにする｡そのために,話し合いでは1
つ1つの考え方を図と式で結びつけ,どの
ような考えなのかネーミングをつけて概念
化を回っていくようにする｡
3 指導の実際
(1)単元名 かけ算 (2)
(2)蝉元目標
･進んでかけ罪.九九を執成したり,かけ
許九九を唱えたりしようとする｡
(関心 ･意欲 ･態度)
･アレイ図を拙作する中で既習のかけ算
のきまりやかけ第九九をもとにして,
新しいかけ算九九の柿戒の仕方を考え
ることができる｡ (数学的な考え方)
･かけ算九九を正しく計算Lたり,唱え
たりできる｡ (技能)
･かけ第九九の構成U)イ上方を理解してい
る｡ (知識 ･埋節)
(3)指導計画 (全12時間)
第一次
かけ算九九(6･7･8･9･1の段)
の構成をしたり,かけ第九九を唱えたり
する｡(10時間)
第 1･2時
6の段の九九を構成したり,かけ第
九九を唱えたりする｡
第 3･4時
7の段の九九を構成したり,かけ界
九九を唱えたりする｡(本時3時)
第5･6時
8の段の九九を構成したり,かけ節
九九を唱えたりする｡
第7･8時
9の段の九九を構成したり,かけ算
九九を唱えたりする｡
第9･10時
1の段の九九を構成したり,かけ節
九九を唄えたりするQ
第二次
身の回りからかけ算九九が使われてい
るところを探したり,かけ許の問題づく
りをしたりする｡(2拝判召1)
(4)指導上の立場
①単元の設定にあたって
+どもはこれまでに,かけ算 (1)でか
け節の意味を軍畑牢し,数凶フロックを使っ
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て,5,2,3,4の段のかけ第九九を構
成したり,唱えたりする.予習をしてきてい
る｡
そこで,かけ算 (1)で学習したことを
発展させ,アレ一回を操作する中で6,7,
8,9,1の段のかけ第九九を梢成したり,
唱えたりできるようなることをねらって本
単元を設定する｡
②単元の展開にあたって
本単元では,かける数が1ふえると答え
はかけられる数だけふえるというかけ罪の
きまりや5の段や2の段などのかけ第九九
を組み合わせて,6,7.8,9,1の段
のかけ第九九を構成し, 1位数同士のかけ
界の答えを正しく求めたり,かけ第九九を
唱えたりできるように単元を展開するO
かけ第の指導では一般的にかけ第九九を
覚えたり,唱えたりすることに塵点がおか
れやすいが,アレイ図を操作する中で既習
のかけ第のきまりやかけ第九九をもとにし
て,ナビも自ら新しいかけ第九九を構成で
きるようにすることが大切であると考え
る｡
③本時の展開にあたって
7×4の答えの出し方を考える際にも.
アレイ国を操作する中でかけ算のきよりを
もとに7×1から順に答えを求めたり.7
を5と2にみて,5の段と2の段を使った
りできるようにしたい｡そこで,本時は次
のようなアレイ図の税作を取り込み,アレ
イ岡を見ながら操作したことを説明させ,
考えを比較検討して,考えのよさをまとめ
ることができるようにするo
【アレイ図を操作する】 苔-i-a○ 冒
7×4の問超をアレイ図におきかえ,子ど ○ミ○l:○:○
も一人ひとりが自分なりに7を5と2に分け 旨さ1 ○ ○
たり,7×1から順に答えを求めたり,4の 一雨L:0-iQl lて1'OJしこ_】○LO
I_｣ :.;,
,-/
【アレイ図の操作イメージをもつ】
7×4の答えの出し方をアレイ図を見ながらことばで説明して
どのように操作したかを学級全体で共有する段階
澗 冒
Lq,:i_q;P_LO_｣
育て･/rt:
○:○:○:｣JLJ｣｣｣Jl
1
tlJ一一 ･4'
【操作イメージをもとに数学的な考え方に痛める】
7×1から順に答えを求めたり,7を5と2に分けたり,
4の7倍とみたりする考えを統合して既習のかけ筋のきまりべ'
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(5)本時寮(第一次第3時)
7×4の答えの出し方をアレイ回を操作しながら考え,話 し合 う活動を
a.体目標 通 して,既習のかけ算のきまりを使って7×1から順に計算 したり,7を
ま錆 窪詑 y=1謂 叢蒜を謂 ohJ九を組み合わせて計凱 たりすれば答
学 習 活 動 教 師 の 支 援
1 間牌を知り, 1(I)問題 ｢アメが1ふくろに7こずつ入っています.4ふくろ
本時の取越をつ では何こになるでしょう○｣を撞示し,7の4倍だから式が
かむ02 アレイ図を換 7×4になることを図を使って説明させるようにするO
(2)既習のかけ罪との違いを問いかけ,かけられる数が 7にな
つても図を使えば答えが求まりそうなことに気づいたところで
本時のめあてを次のように決める○
匝 報 三て7×4の答えの出し方を考え,説明 しようo iヾ)
2(l)7×4の答えの闇し方を考える際には,アレイ図を使つ
作して7×4の 考える操作を取り込むOこれにより,かけ第のきまりや既習
答えの出し方を かけ第九九を使って計節の仕方を考えやすくするo
考えるo (2)机間指導では次の点に留斎するo
･ 考えのもちにくい児壷には,｢7をどこかで分けて考え7:
り,7×1から順に考えてたりしてごらんo｣と助言する.
･ 答えの出し方を兄いだした児童には,｢式は図のどこを
しているのか分かるようにしておこうo｣と助言するo
予想される子どもの反応
(7)かけ井のきまりを使って (イ)7を5と2に分けて (ウ)4の7倍と見て
周官喜服 呂:olo:oA_-gJl_9溜 榊リIg) rdblroTol1○l:○:○:○:
7×】-7 L JL ｣LJL｣
7×2-7十7- 14
7×3- 14 卜7=21 5×4=20 4×7-28
7×4-21+7-28 2岩三言塁28
答え 28こ 答 え 28二 答え 28こ
3 7×4の答え 3(l)考えは1つ 1つ取り上げるようにし.それぞれの考えが
の化し方を話し く分かるように操作イメ-ジを話し合うO
合 う .本時のまとめ (2)式と図を結びつけて説明させるようにし,どのように工夫
したのかが分かりやすくするO
(3)7×4の答えの出し方が分かったところで,7×5や7
6などの答えの出し方も同じように操作をして考えさせるよう
にする.これにより,既習のかけ算のきまりを使ったり,既賀
のかけ第九九を組み合わせたりして計算するよさに気づきやす
くする○
4 7×4のようなか 節は既習のかけ芥のきまりやかけ界九
をする○ を活用し 計澱すればよいことを子どもの言薬でノー トに一朗
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(6)授業の実際
①問題から立式して課題をつかむ場面
<指導のポイント>
7の4倍だから式が7×4になることを
アレイ図を使って説明させ,かけられる数
が7になっても図を使えば答えが求まりそ
うな見通しがもてたところで｢図を使って,
7×4の答えの出し方を考えて祝明しよ
う｣という本時の課題 (めあて)がつかめ
るようにする｡
T:(次のような問腰を黒板に壬Fいて子ど
もに読ませた後で)どんな式になりま
すか｡
C:7×4になりますO(柏手多数)
T :どうして7×4になるのですか｡
C :7の4倍だからですC(柏手多数)
T :(才.'のような図を取り出して)この図
で説明できますか｡
C:1袋7このアメが4袋あるので7の4
倍といえます｡だから7×4になりま
す｡
T:今までのかけ算の式と比べてどこが購
しくなっていますか｡
C:かけられる数が7になるのははじめて
です｡
T:なるほど,そうですね｡では,次に考
えていったらよいことは何ですか｡
C:答えの出し方を考えていったらよいと
思います｡(拍手多数)
C.図を使ったら答えの出し方が考えられ
ると思います｡
このように.子どもたちは立式の理由を
確かめたアレイ図を使えば答えの出し方が
脱明できそうな見通しをもち,｢図を使っ
て,7×4の答えの出し方を考えて説明し
よう｣という本時の課題 (めあて)をつか
むことができたC
②アレイ図を操作しながら7×4の答
<揺導のポイント>
7×4の答えの出し方を考える際には,
子ども一人ひとりがアレイ図を操作しなが
ら考える活動にする｡これにより,自分な
りにアレイ図を分けたり,囲んでまとまり
を作ったりして,既習のかけ算のきまりを
使ったり,既習のかけ第九九を組み合わせ
て答えの出し方を兄いだすことができるよ
うにする0
7×4の答えの出し方をアレイ図を使っ
て考えはじめた子どもは,アレイ図を線で
盛んだり,その囲んだ図と式を対応させた
りして.自分の考えをかきあらわしていっ
た｡
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【3の段と4の段の九九を使った考え】
-I-
!∵Ei ←
一 つ L上ヽ
† f 十二 七
【6の段の九九を使った考え】
tl･●l_I_l-･
J t■.1 t=.■′
【4の段の九九を使った考え】
【5の段の九九を使った考え】
【かけ算のきよりを使って】
③アレイ図をどのように操作して
7×4の答えをLuしたのかを話し合い
既習歩項を活用して新しい計許方法を
<指導のポイン ト>
アレイ図をどのように操作して答えを出
したのかが分かるように,掲示用のアレイ
図を指L/Tl･して操作イメージをもたせなが
ら.式と結びつけて説明させるようにする｡
そして,それぞれの考えの共通点を話し合
い,既習のかけ算のきまりや九九を活用す
る済縛的な考えのよさをとらえること
ができるようにするOどの子も考えがもて
たところで,鼎板に掲示 したアレイ図を使
って,自分の考えを1つ 1つ順に取り上げ
ていくと次のように発言した｡
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【かけ欝のきまりを使った考えの説明】
C:ぼくは,7×]から答えを求めていき
ました｡そうすると,答えが7ずつ増
えるので,7×4-28になりましたB
C:わたしも同じです｡7×1-7,7×
2-14,7×3-21,7×4-2
8になりました.
C:○○さんの考えは,かける数が1増え
ると答えが7ずつふえるきまりを使っ
ているから簡単です｡
【7を2と5に分ける考えの説明】
C .(アレイ図に線を引いて) ぼくは,
ここで分けて,2×4-8,5×4-
20,8+20-28になりました｡
C:同じです｡(アレイ図を指さしながら)
7を2と5に分けると,ここに2が4
つあるので2×4,ここには5が4つ
あるので5×4です｡こうすると,管
った2の段と5の段の九九が使えるよ
うになって簡単に答えが求められまし
た｡
C:わたしは7を2と5ではなくて,5と
2に分けたんだけど,同じ式になって
簡単でしたD
c :7は5と2だけでなく,7を3と4に
分けても答えが求められます｡そうす
ると,3の段と4の段が使えるように
なりました｡
C わたしは.7を6と1に分けて.6の
段を使って答えを出しました｡
C･習った九九が使えるように,7をいろ
いろに分けると簡単に答えが求められ
ると思います｡
【4の7倍とみる考えの説明】
C .(アレイ図を指さしながら)ぼくは,
図を横に囲みました｡こうすると,4
が7つできるので,4×7-28にな
りました'
C.わたしt)同じ式にしました｡4×7の
計第は習った4の段の九九だから簡単
に答えが('出せました3
C:ぼくも同じす｡4×7は7×4のかけ
られる敬とかける数を反対にしただけ
なので,式が1つだけで簡単でした｡
【それぞれの考えの共通点を探らせ,既習
事項を活用するよさを話し合う】
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このように,子どもは互いに話 し合 う中
で,アレイ図をどのように操作して答えを
出したのかを共有 しながらそれぞれの考え
の共通点に着目させ,既習のかけ算のきま
りを使ってかける数が小さい7×1から順
に考えていったり,かけられる数の7を分
けて九九が使えるように考えたりするなど
既習のかけ節のきまりや九九を活用すれ
ば,7×4の答えが求められることをとら
えることができたO
どの考えも子どもたちがよく分かったと
ころで, 7×5のように袋の数が変わる場
合はどのように答えを出したらよいのかと
問いかけ,アレイ図を操作しながら考える
招動を取り込むと次のように発言をしてき
た｡
C17×5の時も7を5と2に分けたのと
同じように考えると,習った九九が使
えて答えが簡単に求められましたB
C:ぼくも同じです｡ 7をいろいろに分け
ても習った九九が使えるので答えが求
め1-_,れると思います｡
C:わた しは5×7とみて, 5の段の九九
を使 うこともできまし/∴
C:かけ算のきまりを使って,答えを7ず
一ノ増ヤ していってもできるとおもいま
す｡
C:袋の数が変わっても,7×4の時に見
つけた考えは使えそうですo
【数伯が変わってもどの考えもT占用できる
ことを確かめる】
このように,7-どもはアレイ図を操作す
る中で,袋の数が大きく変わ-)ていって7
×5や 7×6になっても,既習のかけ算の
きまりや九九を使えば答えが求められるよ
うになることに気づいていった｡そして,
子どもたちは枝番を見ながら学習を振り返
り.7×4のような計算はアレイ図をもと
に,習ったかけ算のきまりや九九を使える
よう考えれば答えが求められることをノー
トに自分の言灘でまとめることができた｡
4 成果と課趨
(1)アレイ図の ｢撫作｣
7×4の答えのJUL方を考える際には,
7-ども一人ひとりがアレイ図を軸作 しなが
ら考える括妊削こした一これにより, Fども
たちは自分なりにアレイ図を分けたり,は封
んでまとまりを作ったりして,既習のかけ
舞のきまりを使ったり,既習のかけ昇九九
を組み合わせて答えの出し方を兄いだすこ
とができたD
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【アレイ図の操作】
(2)アレイ1盟の ｢操作イメージ｣をもた
せ,数学的な考え方に高めること
アレイ図をどのように操作して答えを出
したのかが分かるように,昏図的に考えを
1つ 1つを取り上げるようにし,掲示用の
アレイ図を指し示しながら操作イメージを
もたせながら,式と結びつけて説明させる
ようにしたOこれにより,取りLlザた rか
け算のきまりを使 う考え｣｢7を2と5に
わけて九九を使 う考え｣｢4の7倍とみて
九九を使 う考え｣はどの考えも学級全体で
共有することができ,友達の考えでも説明
できるまでになった｡
そして,それぞれの考えの共通点を話し
合い,既習のかけ算のきまりや九九を活用
するよさをとらえることができるようにし
た｡｢かけ算のきまりを使 う考え｣｢7を
2と5にわけて九九を使う考え｣｢4の7
倍とみて九九を使う考え｣は優劣がつけら
れるものでないと考えているので,よりよ
い考えに絞るのではなく,それぞれの考え
の共通点を探らせ,統合的に考えて既習事
項を活用して,新 しい計算方法を兄いだす
という演揮的に考えることのよさを味わわ
せることができた｡
(3)｢操作｣と数学的な考え方の一体化
を図るための授業づくり
第2学年 ｢7×4の計罪の仕方｣の実践
を通して,操作を数学的な考え方につなぐ
ための r操作イメージによる思考｣の段階
を設けることによって,無坪なくどの子ど
もも数学的な考え方に移行できたと考え
る｡また,r操作イメージ｣をアレイ図を
もとに式やことばで説明したり,考えに名
前をつけさせたりすることで,7×4のよ
うな計算の仕方の理解を深めることがで
き,既習解項を活用 して演緯的に考え,節
しい計算方法を兄いだすという数学的な考
え方が高まったと考える｡
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